
鹿
児
島
大
学
法
文
学
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紀
要

「
人
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学
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集
」第
84
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二
〇
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七
）別
刷
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〇
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叢
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二
一

ま
た
、
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
「
研
究
会
」
の
紹
介
文
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
会
の

概
要
が
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
抜
粋
す
る
。

東
方
民
俗
研
究
会　

中
華
民
国
を
中
心
と
し
て
東
亜
諸
民
族
の
言
語
・
風
俗
・

習
慣
・
好
尚
・
信
仰
な
ど
の
科
学
的
研
究
の
発
達
に
資
す
る
た
め
昭
和
十
八
年

七
月
民
間
有
志
に
よ
っ
て
北
京
に
創
立
さ
れ
た
…
…
日
本
民
俗
学
と
同
じ
方
法

論
で
東
方
民
俗
の
実
体
を
把
握
せ
ん
と
す
る
同
志
が
会
の
根
幹
を
な
し
会
員
約

八
十
名
。
主
な
る
事
業
は
毎
月
例
会
を
開
き
会
員
の
研
究
発
表
と
東
方
民
俗
叢

書
の
刊
行
で
あ
る
が
、
随
時
会
員
が
蒐
集
し
た
民
族
参
考
資
料
の
展
覧
お
よ
び

民
俗
研
究
に
関
す
る
講
演
会
も
開
催
す
る
。

〈
東
亜
新
報
天
津
支
社 

一
九
四
四
、
社
会
文
化
篇
五
三
頁
〉

こ
の
よ
う
に
東
方
民
俗
研
究
会
は
、
日
本
民
俗
学
の
手
法
に
基
づ
き
（1）
、
中
国
を
中

心
と
し
た
「
東
方
民
俗
」
の
研
究
を
志
向
す
る
人
々
が
中
心
に
な
り
組
織
さ
れ
た
団

体
で
あ
っ
た
、
と
ひ
と
ま
ず
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
存
続
期
間
の
短
さ
に
も
拘
わ
ら

ず
、こ
の
会
か
ら
生
ま
れ
た
い
く
つ
か
の
研
究（
多
田
貞
一『
北
京
地
名
誌
』な
ど
）は
、

戦
前
期
の
貴
重
な
業
績
と
し
て
現
在
で
も
日
・
中
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

会
員
に
も
民
俗
学
・
歴
史
学
・
哲
学
な
ど
各
分
野
で
戦
後
活
躍
す
る
人
々
が
多
数
含

ま
れ
る
な
ど
、「
研
究
会
」
は
学
術
史
的
に
軽
視
で
き
な
い
存
在
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
短
命
性
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
・
忘
却
、
そ
れ
に
伴
う
史
料
不
足

な
ど
の
た
め
、こ
れ
ま
で
「
研
究
会
」
が
考
察
の
主
題
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
敗
戦
後
、
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
た
人
々
の
回
顧
的
文
章
が
い
く
つ
か
公
表
さ

れ
て
い
る
も
の
の
（
橋
川 

一
九
六
五
、
直
江 

一
九
六
七
、
沢
田 

二
〇
〇
六
な
ど
）、

そ
の
歴
史
の
復
元
は
長
い
間
、
未
着
手
の
ま
ま
放
置
さ
れ
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
状
況
に
も
近
年
、
変
化
が
み
ら
れ
る
。
柳
田
国
男
の
愛
弟
子

で
あ
り
「
民
間
伝
承
の
会
」
編
集
長
を
長
く
務
め
た
、
橋
浦
泰
雄
（
一
八
八
八
〜
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叢
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一
、
は
じ
め
に	

　

一
九
四
二
年
九
月
、日
本
占
領
下
の
北
京
に
お
い
て
東
方
民
俗
研
究
会
（
以
下
「
研

究
会
」
と
記
す
）
と
い
う
学
術
団
体
が
、
北
京
在
住
の
邦
人
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ

る
（
設
立
認
可
は
一
九
四
三
年
七
月
、
発
会
式
は
同
年
一
〇
月
。
の
ち
日
本
敗
戦
で

消
滅
）。
戦
前
・
戦
中
期
に
お
け
る
日
本
民
俗
学
の
海
外
展
開
に
関
す
る
議
論
（「
大

東
亜
民
俗
学
」
を
め
ぐ
る
論
争
）
が
行
わ
れ
る
な
か
、北
京
で
生
ま
れ
た
「
研
究
会
」

も
言
及
さ
れ
て
い
る
（
川
村 

一
九
九
六
な
ど
）。
こ
の
会
の
成
立
経
緯
に
関
し
て
は
、

そ
の
有
力
会
員
だ
っ
た
沢
田
瑞
穂
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
二
）
が
次
の
文
章
で
端
的

に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
の
春
で
あ
っ
た
。
当
時
北
京
に
寓
し
て
い
た
邦
人
た
ち
の
う
ち
、

か
の
地
の
風
物
民
俗
に
興
味
を
も
つ
も
の
同
志
が
、
い
つ
し
か
一
群
を
つ
く
る

よ
う
に
な
り
、
民
風
社
な
ど
と
い
う
、
き
い
た
ふ
う
な
会
名
を
つ
け
て
、
ま
ず

身
近
な
北
京
を
中
心
と
す
る
諸
地
方
の
民
俗
資
料
を
、
従
来
の
「
支
那
通
」
式

で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
学
問
的
な
観
点
と
方
法
で
採
集
し
、
や
が
て
遠
隔
の

地
に
も
及
ぼ
そ
う
と
い
う
、ま
ず
は
大
陸
民
俗
研
究
と
い
っ
た
計
画
を
立
て
た
。

…
…
そ
の
後
、
民
風
社
は
日
ま
し
に
隆
盛
に
赴
き
、
新
会
員
も
加
わ
っ
た
の
で
、

昭
和
十
七
年
九
月
に
は
東
方
民
俗
研
究
会
と
改
称
し
、
北
京
東
昌
胡
同
に
あ
っ

た
東
方
文
化
総
委
員
会
主
任
の
橋
川
時
雄
先
生
を
会
長
と
し
、
正
式
に
北
京
の

学
術
団
体
と
し
て
新
発
足
を
し
た
。　
　
　
　
〈
沢
田 

一
九
六
五
、一
〜
七
頁
〉
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二
二

究
会
」
を
回
想
し
た
沢
田
瑞
穂
に
よ
る
一
、二
の
文
章
中
に
『
東
俗
叢
』
の
名
が
見

出
せ
る
だ
け
で
、
こ
こ
か
ら
辛
う
じ
て
そ
の
存
在
を
知
り
得
る
程
度
で
あ
る
。

会
の
事
業
と
し
て
、
月
一
回
の
例
会
や
、
随
時
の
講
演
会
・
民
族
資
料
展
観
・

集
団
調
査
な
ど
の
ほ
か
、
機
関
誌
『
東
俗
叢
』
を
発
行
し
、
北
京
新
民
印
書
館

発
行
の
月
刊
誌
『
月
刊
毎
日
』
に
会
員
が
輪
番
で
民
俗
関
係
の
文
章
を
発
表
し
、

ま
た
同
じ
新
民
印
書
館
か
ら
東
方
民
俗
叢
書
と
し
て
第
一
巻
に
故
多
田
貞
一
の

『
北
京
地
名
志
』
を
、第
二
巻
に
吉
岡
義
豊
の
『
白
雲
観
の
道
教
』
を
刊
行
し
た
。

〈
沢
田
一
九
六
五
、七
頁
〉

昭
和
十
九
年
五
月
末
に
は
再
び
北
京
に
渡
り
、…
…
東
方
民
俗
研
究
会
の
会
員
・

幹
事
と
し
て
も
再
び
現
地
北
京
で
動
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
研
究
会
は
順
調
に
活
動
し
て
い
た
。
…
…
月
一
回
の
例
会
は
東
昌
胡
同
の

研
究
所
（
北
京
人
文
科
学
研
究
所
│
引
用
者
注
）
で
開
か
れ
、
会
員
は
も
と
よ

り
、
時
に
は
日
本
か
ら
の
著
名
な
研
究
者
も
訪
れ
た
。
…
…
例
会
の
ほ
か
執
筆

活
動
と
し
て
は
『
東
俗
叢
』
と
題
す
る
さ
さ
や
か
な
会
報
を
発
行
し
、
ま
た
北

京
新
民
印
書
館
発
行
の
『
月
刊
毎
日
』
と
い
う
邦
文
雑
誌
に
会
員
が
交
替
で
民

俗
関
係
の
文
章
を
執
筆
し
た
。　
　
　
　
　
　

  〈
沢
田
二
〇
〇
六
、四
三
九
頁
〉

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、『
東
俗
叢
』
は
「
会
報
」・「
機
関
誌
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、「
研

究
会
」の
活
動
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
ま
ず
参
照
す
べ
き
基
本
史
料
と
い
え
る
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、『
東
俗
叢
』
が
一
体
ど
ん
な
雑
誌
だ
っ
た
の
か
は
従
来
ま
っ
た
く

不
明
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
雑
誌
が
何
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
の
か
さ
え
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、『
東
俗
叢
』
の
所
在
を
知
る
手
掛
か
り
が
殆
ど
残
さ

れ
て
お
ら
ず
、
現
物
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
国
内
各
種
機
関
の
所
蔵
図
書
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
、
国
立
情
報
学
研
究

所
の C

iN
ii B

ooks 
や
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
（N

D
L Search

）
を
検
索
し
て
も
、

一
九
七
九
）
が
残
し
た
「
橋
浦
泰
雄
関
係
文
書
」（
以
下
「
橋
浦
文
書
」
と
記
す
）

に
存
在
す
る
「
研
究
会
」
関
連
史
料
（
直
江
広
治
の
橋
浦
宛
書
簡
な
ど
）
を
利
用

し
（2）
、
そ
の
活
動
に
も
論
及
す
る
研
究
が
相
次
い
で
現
わ
れ
、
会
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
（
鶴
見 

二
〇
〇
六
ｃ
、
王
京 

二
〇
〇
八
）。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら

の
研
究
も
日
本
民
俗
学
（
と
り
わ
け
柳
田
民
俗
学
）
の
海
外
展
開
に
主
た
る
関
心
が

置
か
れ
、
こ
れ
に
関
連
す
る
限
り
で
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、「
研
究
会
」

自
体
を
俎
上
に
の
せ
、
そ
の
全
容
の
復
元
が
試
み
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
「
研
究
会
」
が
正
面
か
ら
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
、

既
述
の
よ
う
に
史
料
の
決
定
的
な
不
足
に
あ
っ
た
。
わ
ず
か
数
年
で
消
滅
し
た
短
命

性
、
ま
た
「
外
地
」
の
研
究
団
体
で
あ
る
た
め
関
連
す
る
記
録
・
刊
行
物
が
日
本
に

殆
ど
残
さ
れ
な
か
っ
た
史
料
残
存
の
問
題
な
ど
が
、基
本
史
料
の
不
足
を
も
た
ら
し
、

ひ
い
て
は
そ
の
実
態
把
握
を
著
し
く
困
難
に
し
た
。
よ
っ
て
、「
研
究
会
」
に
関
す

る
研
究
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
状
況
を
ま
ず
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
、「
研
究
会
」
に
は
『
東
俗
叢
』
と
い
う
「
機
関
誌
」
の
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
沢
田 

一
九
六
五
な
ど
）。
だ
が
、
そ
の
現
物
が
確
認
・
紹
介

さ
れ
た
の
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
筆
者
は
こ
の
雑
誌
が
日
本

に
現
存
す
る
こ
と
を
知
り
、ま
た
現
物
を
実
見
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
本
稿
は
、

筆
者
が
閲
覧
し
た
『
東
俗
叢
』
の
紹
介
と
こ
れ
に
関
す
る
若
干
の
考
察
を
通
じ
、
前

述
の
史
料
状
況
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
、
所
蔵
状
況

　
『
東
俗
叢
』
に
言
及
す
る
同
時
代
史
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
会
に

関
わ
っ
た
人
々
で
こ
の
雑
誌
に
触
れ
て
い
る
者
は
殆
ど
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、「
研



『
東
俗
叢
』
に
つ
い
て

二
三

り
漏
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
事
情
が
分
か
る
と
、『
東
俗
叢
』
と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
誌
名
は
、「
東4

方

民
俗
叢
4

4

書
」
の
略
称
に
由
来
し
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
誌

名
が
付
け
ら
れ
た
理
由
も
、そ
れ
が「
叢
書
」の「
附
録
」と
し
て
発
行
さ
れ
た「
月
報
」

の
類
（
＝
全
集
や
叢
書
な
ど
の
連
続
し
た
出
版
物
に
別
刷
と
し
て
添
付
さ
れ
る
印
刷

物
）
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
了
解
で
き
る
。「
叢
書
」
は
第
一
期
分
と
し
て
一
二
種
の

刊
行
を
予
定
し
て
い
た
が
（
後
述
）、
第
二
巻
の
吉
岡
義
豊
（
一
九
一
六
〜
七
九
）

『
白
雲
観
の
道
教
』（
一
九
四
五
年
二
月
刊
）
が
出
た
と
こ
ろ
で
敗
戦
の
た
め
中
断
し
、

刊
行
は
二
冊
に
止
ま
っ
た
（
吉
岡 

一
九
七
七
ａ
）。
よ
っ
て
、
そ
の
付
録
た
る
『
東

俗
叢
』
も
第
二
号
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
第
一
号
発
行
の
様
相
を
踏
ま
え
れ
ば
、
第
二
号
を
探
す
手
掛
か
り
は
、

「
叢
書
」
第
二
巻
『
白
雲
観
の
道
教
』
に
求
め
ら
れ
る
。
幸
い
に
国
立
国
会
図
書
館

サ
ー
チ
で
検
索
す
る
と
、
そ
れ
が
香
川
県
立
図
書
館
に
一
部
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
す
ぐ
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、こ
の
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
・

二
〇
一
六
年
三
月
）、
予
想
ど
お
り
、
第
二
号
が
付
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

香
川
県
立
図
書
館
所
蔵
本
は
、
同
館
「
栂と
が

尾の
お

文
庫
」
内
の
一
冊
で
あ
る
。
栂
尾

文
庫
は
、
仏
教
美
術
研
究
者
で
あ
る
栂
尾
祥
瑞
（
一
九
二
八
〜
八
八
）
の
蔵
書

二
六
一
三
冊
が
一
九
九
三
年
に
そ
の
遺
族
か
ら
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
密
教

学
者
で
あ
る
父
親
の
栂
尾
祥
雲
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
三
）
の
蔵
書
を
核
に
、
息
子

の
祥
瑞
が
発
展
さ
せ
た
宗
教
学
・
仏
教
芸
術
学
の
文
献
を
中
心
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
（4）
。
文
庫
の
基
礎
を
築
い
た
栂
尾
祥
雲
は
、『
白
雲
観
の
道
教
』
刊
行
時

（
一
九
四
五
年
二
月
）、
著
者
の
吉
岡
が
研
究
員
と
な
っ
て
い
た
真
言
宗
喇
嘛
教
研
究

所
の
所
長
で
あ
っ
た
（5）
。
お
そ
ら
く
こ
の
繋
が
り
か
ら
、
同
館
所
蔵
本
が
祥
雲
の
所

蔵
に
帰
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『
東
俗
叢
』
は
一
切
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
既
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は
偶
然
に
も
そ
の
現
物
に
出
合
え
た
。
き
っ
か

け
は
、
鳥
取
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
が
所
蔵
す
る
「
橋
浦
文
書
」
を
調
査
し
た
こ

と
に
あ
る
（
二
〇
一
五
年
八
月
）。
こ
の
時
、
直
江
広
治
（
一
九
一
七
〜
九
四
）
か

ら
の
橋
浦
宛
書
簡
を
閲
覧
す
る
と
と
も
に
、「
研
究
会
」幹
事
の
多
田
貞
一（
一
九
〇
五

〜
四
五
）
の
著
書
『
北
京
地
名
誌
』（
新
民
印
書
館
、
一
九
四
四
年
九
月
刊
）
も
同

文
書
内
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
閲
覧
を
申
請
し
た
。『
北
京
地
名
誌
』
は
、「
研
究
会
」

の
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
「
東
方
民
俗
叢
書
」（
以
下
「
叢
書
」
と
記
す
）
の
一

冊
に
し
て
そ
の
第
一
巻
で
あ
り
、
敗
戦
直
前
の
「
外
地
」
出
版
物
の
た
め
、
現
在
で

は
稀
覯
本
と
な
っ
て
い
る
（3）
。
そ
し
て
、
筆
者
が
閲
覧
し
た
同
館
所
蔵
本
に
折
り
込

ま
れ
て
い
た
の
が
、
一
九
四
四
年
九
月
二
〇
日
発
行
の
『
東
俗
叢
』
第
一
号
な
の
で

あ
る
【
図
１
】。

　

実
は
筆
者
も
同
書
を
一
部
所
持
し
て
い
る
が
、
入
手
時
こ
れ
に
『
東
俗
叢
』
は
付

属
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鳥
取
県
立
図
書
館
の
「
橋
浦
文
書
」
に
つ
い
て
鶴
見

太
郎
が
作
成
し
た
目
録
に
も
、
こ
の
雑
誌
に
関
す
る
記
載
は
一
切
な
か
っ
た
（
鶴
見 

二
〇
〇
六
ｂ
）。こ
の
た
め
、同
館
所
蔵
本
か
ら
の『
東
俗
叢
』の
出
現
は
、筆
者
に
と
っ

て
予
想
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
同
館
の
「
橋
浦
文
書
」
に
は
『
北
京
地
名
誌
』
が
二
部
あ
り
（
う
ち

一
部
に
は
「
贈
呈　

著
者
」
と
記
す
献
呈
箋
が
挟
ま
る
）、
両
方
と
も
第
一
号
が
折

り
込
ま
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
第
一
号
の
刊
記
の
左
に
は
「
北
京
地
名
誌
附
録
」
と

い
う
文
字
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
証
拠
か
ら
、「
叢
書
」
第
一
巻
の
『
北

京
地
名
誌
』は
、『
東
俗
叢
』第
一
号
を
付
録
と
し
て
添
付
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、付
録
と
し
て
折
り
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
か
、『
東
俗
叢
』

は
独
立
し
た
刊
行
物
と
見
做
さ
れ
ず
（
あ
る
い
は
見
逃
さ
れ
て
）、
目
録
の
記
載
よ
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図１ 『東俗叢』第1号（鳥取県立図書館郷土資料室所蔵）



『
東
俗
叢
』
に
つ
い
て

二
五

　
　
　

東
方
民
俗
研
究
会
会
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
頁
下
段

　
　
　
　

一
、
趣
旨

　
　
　
　

二
、
会
則

　
　
　
　
　

顧
問
、
役
員
（
会
長
・
幹
事
長
・
幹
事
）
氏
名
（6）

　
　
　

「
支
那
茶
の
話
」
戸
塚
政
慶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
頁

　
　
　

「
楊
柳
青
村
」
多
田
貞
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
頁

　
　
　

東
方
民
俗
記
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
頁
上
段

　
　
　
　

・
昭
和
十
八
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　

一
、
十
八
年
七
月
二
日
研
究
会
設
立
許
可

　
　
　
　
　
　

二
、
十
月
三
日
発
会
式
並
第
一
回
講
演
会

　
　
　
　
　
　

三
、
十
一
月
二
十
七
八
日
第
一
回
民
俗
展
覧
会

　
　
　
　
　
　

四
、
映
画
製
作
指
導

　
　
　
　
　
　

五
、
調
査
の
受
託

　
　
　
　
　
　

六
、
研
究
発
表

　
　
　
　
　
　

七
、
例
会
（
一
九
四
三
年
七
月
〜
一
九
四
四
年
三
月
の
例
会
記
録
）

　
　
　
　
　
　

八
、
出
版
契
約
（
民
俗
叢
書
）

　
　
　
　

・
昭
和
十
八
年
度
会
計
報
告

　
　
　
　
　
　

一
、
収
入
金
額

　
　
　
　
　
　

二
、
支
出
金
額

　
　
　
　
　
　

三
、
差
引
残
高

　
　
　
　

・
東
方
民
俗
叢
書
刊
行
予
定
書
目
（
一
二
種
）

　
　
　
　

・
会
員
消
息

　
　
　

新
民
印
書
館
刊
行
書
の
広
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
頁
下
段

つ
ぎ
に
第
二
号
は
、
刊
記
に
「
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
日
発
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る

　

な
お
、
鳥
取
県
立
図
書
館
・
香
川
県
立
図
書
館
以
外
に
も
、『
東
俗
叢
』
を

所
蔵
す
る
国
内
の
機
関
が
い
ま
ひ
と
つ
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
東
京
の
成
城

大
学
民
俗
学
研
究
所
で
あ
る
。
註
２
で
も
記
し
た
通
り
、
こ
こ
に
も
「
橋
浦
文

書
」
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
中
に
『
北
京
地
名
誌
』（
一
部
）
が
含
ま
れ
る
。
そ
し

て
成
城
大
学
所
蔵
本
に
も
、
や
は
り
第
一
号
が
折
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
結

果
、国
内
で
所
在
が
確
認
で
き
る
第
一
号
を
伴
っ
た
三
部
の
『
北
京
地
名
誌
』
は
、

み
な
そ
の
出
所
が
橋
浦
泰
雄
の
旧
蔵
本
と
な
る
。
こ
う
し
た
来
歴
よ
り
判
断
す

れ
ば
、
北
京
の
多
田
か
ら
東
京
の
橋
浦
へ
は
当
初
三
部
が
送
ら
れ
、
こ
の
う
ち

の
二
部
が
鳥
取
県
立
図
書
館
へ
、
一
部
が
成
城
大
学
へ
と
分
蔵
さ
れ
る
に
至
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　

以
上
、『
東
俗
叢
』
の
第
一
号
・
第
二
号
は
日
本
に
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て
、
筆
者
が
把
握
す
る
『
東
俗
叢
』
の

国
内
所
蔵
状
況
を
記
す
と
、
次
の
通
り
に
な
る
。

○
第
一
号
： 

鳥
取
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
「
橋
浦
文
書
」（
二
部
）、
成
城
大

学
民
俗
学
研
究
所
「
橋
浦
文
書
」（
一
部
）

○
第
二
号
： 

香
川
県
立
図
書
館
「
栂
尾
文
庫
」（
一
部
）

三
、
概
　
要

　

つ
づ
い
て『
東
俗
叢
』の
概
要
を
発
行
順
に
紹
介
し
よ
う
。
第
一
号
は
刊
記
が「
昭

和
十
九
年
九
月
二
十
日
」
と
あ
る
。『
北
京
地
名
誌
』
の
刊
行
が
「
昭
和
十
九
年
九

月
十
日
発
行
」
な
の
で
、
第
一
号
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
以

下
は
本
号
の
目
次
で
あ
る
。

　
　

『
東
俗
叢
』
第
一
号
・
目
次
（
全
四
頁
。
一
九
四
四
年
九
月
二
〇
日
発
行
）

　
　
　

「
民
衆
に
満
足
さ
れ
る
真
理
」
子
雍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
頁
上
段
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二
六

が
、
各
頁
の
右
肩
に
は
「
昭
和
十
九
年
十
二
月
発
行
」
と
あ
り
【
図
２
】、
発
行
時

期
の
記
載
に
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
）。
本
号
の
目
次
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
『
東
俗
叢
』
第
二
号
・
目
次
（
全
四
頁
。
一
九
四
五
年
二
月
二
〇
日
発
行
）

　
　
　

「
信
仰
と
環
境
」
沢
田
瑞
穂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
頁
上
段

　
　
　

東
方
民
俗
研
究
会
章
の
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
頁
上
段

　
　
　

「
社
と
会
」
吉
岡
義
豊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
頁
下
段

　
　
　

「
東
方
民
俗
研
究
会
発
会
式
祝
詞
」
周
作
人　
　
　
　
　
　
　
　

二
頁
上
段

　
　
　

「
信
仰
と
環
境
」（
承
前
）
沢
田
瑞
穂 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
頁
下
段

　
　
　

「
信
仰
と
環
境
」（
承
前
）
沢
田
瑞
穂 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
頁
上
段

　
　
　

東
方
民
俗
研
究
会
消
息　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
頁
下
段

　
　
　
　

・
研
究
と
報
告
（
一
九
四
三
年
七
月
〜
四
四
年
一
〇
月
の
例
会
記
録
）

　
　
　
　

・
会
員
小
倉
東
次
氏
逝
去

　
　
　

新
民
印
書
館
刊
行
書
の
広
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
頁

両
号
と
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
あ
り
、
B
５
版
サ
イ
ズ
で
全
四
頁
（
広
告
欄
を
含
む
）、

印
刷
者
兼
発
行
者
は
田
中
荘
太
郎
（
新
民
印
書
館
専
務
取
締
役
）、「
東
俗
叢
」
の
題

字
は
「
酔
軒
」
の
印
が
あ
る
の
で
橋
川
時
雄
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
二
）
の
筆
、
発

行
所
は
新
民
印
書
館
。
第
一
号
に
は
三
本
、
第
二
号
に
は
二
本
の
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載

さ
れ
、
こ
れ
ら
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
（7）
。
戸
塚
政
慶
「
支

那
茶
の
話
」（
第
一
号
）
や
多
田
貞
一
「
楊
柳
青
村
」（
第
一
号
）
は
、
敗
戦
後
ま
も

な
く
シ
ベ
リ
ア
で
没
し
た
人
物
（
多
田 

二
〇
一
五
な
ど
）
の
著
述
で
、
現
在
に
残

る
彼
ら
の
貴
重
な
遺
文
で
あ
る
。「
叢
書
」
刊
行
の
意
義
を
論
じ
た
橋
川
時
雄
（「
子

雍
」
は
橋
川
の
字
あ
ざ
な

）「
民
衆
に
満
足
さ
れ
る
真
理
」（
第
一
号
）、吉
岡
義
豊
「
社
と
会
」

（
第
二
号
）
も
、
そ
の
年
譜
や
著
作
目
録
に
未
採
録
で
あ
る
（
今
村 

二
〇
〇
六
、
吉

図
２ 

『
東
俗
叢
』
第
２
号
（
香
川
県
立
図
書
館
所
蔵
）



『
東
俗
叢
』
に
つ
い
て

二
七

ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
例
会
が
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
計
一
六
本
の
研
究

発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
中
国
を
中
心
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
・
朝
鮮

な
ど
の
北
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
関
す
る
民
俗
・
民
族
学
的
発
表
で
あ
り
、「
研
究
会
」

が
ま
さ
に
「
東
方
民
俗
」
を
研
究
す
る
集
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
会

記
録
は
、
こ
の
会
が
戦
時
下
で
も
「
順
調
に
活
動
し
て
い
た
」
こ
と
の
証
左
と
な
る

史
料
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
東
俗
叢
』
は
四
頁
ほ
ど
の
「
さ
さ
や
か
な
会
報
」
で
は
あ
る
が
、

い
ま
ま
で
殆
ど
窺
え
な
か
っ
た
「
研
究
会
」
の
活
動
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。
既
存
史
料
に
加
え
、『
東
俗
叢
』
所
載
情
報
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
知
見
に
基
づ
い
た
「
研
究
会
」
の
考
察
が
今
後
は
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

付
．
他
の
関
連
史
料
に
つ
い
て

　
『
東
俗
叢
』
の
ほ
か
に
も
「
研
究
会
」
関
連
史
料
は
い
く
つ
か
存
在
し
て
お
り
、

筆
者
の
目
睹
で
き
た
一
、二
に
つ
い
て
併
せ
て
簡
単
に
紹
介
す
る
（9）
。

　

一
九
四
三
年
一
〇
月
三
日
に
北
京
の
東
華
会
館
（
南
池
子
大
街
民
声
胡
同
）
で
開

催
さ
れ
た
「
研
究
会
」
発
会
式
で
の
配
布
物
で
あ
る
『
昭
和
十
八
年
度 

東
方
民
俗

研
究
会
一
覧
』（
以
下
『
一
覧
』
と
記
す
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
「
研
究
会
」

に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
。『
一
覧
』
は
先
行
研
究
で
既
に
紹
介
・
利
用
さ
れ
て

い
る
が
（
沢
田 

二
〇
〇
六
、
王
京 

二
〇
〇
八
）、
確
認
の
意
味
で
目
次
を
示
す
。

　
　

『
昭
和
十
八
年
度 

東
方
民
俗
研
究
会
一
覧
』
目
次
（
全
一
〇
頁
。
一
九
四
三

年
一
〇
月
三
日
発
行
、
東
方
民
俗
研
究
会
発
行
、
新
民
印
書
館
印
刷
）

　
　
　
　

目　

次

　
　
　
　

一
、
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
頁

岡 
一
九
七
七
ｂ
）。

　

こ
の
ほ
か
第
一
号
に
「
東
方
民
俗
記
事
」、
第
二
号
に
「
東
方
民
俗
研
究
会
消
息
」

が
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
ら
れ
、「
研
究
会
」
の
各
種
事
業
（
研
究
発
表
、
例
会
記
録
な
ど
）、

会
計
報
告
（
昭
和
一
八
年
度
）
や
会
員
消
息
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
研
究
会
」

が
当
時
ど
ん
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
か
を
把
握
で
き
る
得
難
い
史
料
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
例
会
記
録
に
は
毎
月
の
発
表
題
目
と
そ
の
発
表
者
氏
名
を
載
せ
る
が
、

「
研
究
会
」
の
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
以
下
に
書
き
出
す
。

　
　

一
九
四
三
年
七　

月
：「
内
蒙
古
旅
行
談
」
山
本　

斌

　
　
　
　
　
　
　

八　

月
：「
朝
鮮
の
民
俗
」
藤
本
初
徳
（8）

　
　
　
　
　
　
　

九　

月
：「
呉
橋
の
芸
人
」
多
田
貞
一

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
：「
霊
童
出
現
譚
」
直
江
広
治

　
　
　
　
　
　
　

一
一
月
：「
山
東
の
葬
式
」
秦　

純
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
支
那
の
玩
具
」
国
府
種
武

　
　
　
　
　
　
　

一
二
月
：「
運
河
の
話
」
須
藤　

賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
蒙
古
社
会
組
織
」
宮
川　

貢

　
　

一
九
四
四
年
一　

月
：「
京
劇
を
通
じ
て
見
た
る
中
国
人
の
性
格
」
石
原
巖
徹

　
　
　
　
　
　
　

二　

月
：「
支
那
茶
の
話
」
戸
塚
政
慶

　
　
　
　
　
　
　

三　

月
：「
支
那
民
族
性
」
山
田　

昊

　
　
　
　
　
　
　

四　

月
：「
蒙
古
の
土
俗
」
鳥
居
き
み

　
　
　
　
　
　
　

五　

月
：「
西
蔵
族
及
び
回
紇
族
の
社
会
」
山
本　

斌

　
　
　
　
　
　
　

六　

月
：「
洛
陽
民
俗
調
査
報
告
」
吉
岡
義
豊

　
　
　
　
　
　
　

九　

月
：「
宝
巻
と
邪
教
」
沢
田
瑞
穂

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
：「
漢
民
族
の
青
銅
文
化
」
富
田　

達

こ
の
記
録
を
一
瞥
す
れ
ば
分
か
る
通
り
、一
九
四
八
年
七
月
か
ら
翌
年
一
〇
月
の
間
、



大
　 

田
　
　
由
　 

紀 

　
夫

二
八

　
　
　
　

二
、
東
方
民
俗
研
究
会
会
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〜
二
頁

　
　
　
　

三
、
会
員
名
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〜
七
頁

　
　
　
　
　
　
　

顧
問
、
役
員
（
会
長
・
幹
事
長
・
幹
事
）
（10）
、
会
員

　
　
　
　

四
、
東
方
民
俗
研
究
会
幹
事
会
規
約　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
〜
一
〇
頁

　
　
　
　

付
：
東
方
民
俗
叢
書
刊
行
予
定
書
目

　
　
　
　
　
　

東
方
民
俗
研
究
会
入
会
申
込
書

「
会
則
」（
全
七
条
）
お
よ
び
「
幹
事
会
規
約
」（
全
二
〇
条
）・
会
員
名
録
（
顧
問
五

名
、
役
員
八
名
、
会
員
五
五
名
、
の
計
六
一
名
が
記
載
）
な
ど
か
ら
は
、「
研
究
会
」

の
運
営
体
制
や
そ
の
担
い
手
の
あ
り
様
が
あ
る
程
度
ま
で
復
元
可
能
だ
ろ
う
。ま
た
、

『
一
覧
』
に
は
「
東
方
民
俗
叢
書
刊
行
予
定
書
目
」
と
し
て
全
二
五
種
の
書
名
が
載

せ
ら
れ
、「
叢
書
」
の
刊
行
計
画
の
全
容
が
判
明
す
る
（11）
。
そ
の
う
ち
の
一
二
種
が

選
ば
れ
第
一
期
刊
行
分
と
し
て
、『
東
俗
叢
』
第
一
号
お
よ
び
『
北
京
地
名
誌
』
な

ど
で
告
知
さ
れ
た
（12）
。

　
『
一
覧
』
は
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
二
部
、
鳥
取
県
立
図
書
館
郷
土
資
料

室
に
一
部
、
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
三
部
と
も
橋
浦
泰
雄
旧
蔵
で
あ
り
、「
研

究
会
」
幹
事
の
多
田
貞
一
か
ら
橋
浦
へ
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
鳥
取
県
立
図

書
館
郷
土
資
料
室
所
蔵
「
橋
浦
文
書
」）
（13）
。
鳥
取
県
立
図
書
館
の
も
の
に
は
書
き

込
み
も
認
め
ら
れ
る
（14）
。

　

さ
ら
に
、「
研
究
会
」
の
活
動
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
展
覧
会
目
録
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
一
九
四
三
年
一
一
月
に
北
京
の
東
華
会
館
で
開
催
さ
れ
た
民
俗
展
覧
会
の

目
録（『
東
方
民
俗
研
究
会
主
催 

第
一
回
民
俗
展
覧
会
目
録
』。
以
下『
目
録
』と
記
す
）

で
あ
る 

（15） 

【
図
３
】。
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
た
も
の

も
あ
る
が
（16）
、
従
来
そ
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
よ
っ
て
、『
目
録
』

の
簡
単
な
概
要
を
以
下
に
記
す（
展
示
品
の
明
細
も
記
す
が
、紙
幅
の
関
係
で
省
略
）。

図３ 『東方民俗研究会主催 第一回民俗展覧会目録』（成城大学民俗学研究所所蔵）



『
東
俗
叢
』
に
つ
い
て

二
九

が
あ
り
、
こ
の
部
分
に
「
機
関
雑
誌
」
に
つ
い
て
の
記
載
も
存
在
す
る
（『
一
覧
』

一
〜
二
頁
）。

　
　

四
、
本
会
ハ
左
ノ
事
業
ヲ
実
施
ス

　
　
　

イ
、
集　

会 

会
員
相
互
ノ
連
絡
、
研
究
ノ
発
表
討
論
ノ
為
毎
月
一
回
以

上
集
会
ヲ
開
ク

　
　
　

ロ
、
機
関
雑
誌　

月
刊
東
方
民
俗
ヲ
発
行
シ
会
員
ニ
配
布
ス

　
　
　

ハ
、
書
籍
刊
行 

東
方
民
俗
叢
書
ヲ
刊
行
ス

　
　
　

ニ
、
展
覧
会 

随
時
会
員
ノ
蒐
集
セ
ル
民
俗
参
考
資
料
ノ
展
覧
ヲ
為
ス

　
　
　

ホ
、
講
演
会 

民
俗
研
究
ニ
関
ス
ル
講
演
会
ヲ
開
催
ス

傍
線
部
の
よ
う
に
、
機
関
誌
と
し
て
『
月
刊
東
方
民
俗
』
の
発
行
が
会
則
で
謳
わ
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
東
俗
叢
』
と
異
な
る
機
関
誌
発
行
が
当
初
計
画
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
ど
ん
な
経
緯
か
ら
『
東
俗
叢
』
の
刊
行
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

前
記
の
イ
〜
ホ
の
五
つ
の
事
業
の
う
ち
、
ロ
を
除
く
他
の
四
つ
は
、
何
ら
か
の
形

で
み
な
実
施
さ
れ
て
お
り
、特
に
毎
月
の
例
会
開
催
と
「
叢
書
」
刊
行
の
二
つ
が
「
研

究
会
」
の
主
要
な
事
業
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ロ
の
機
関
誌
発
行
に
関
し
て
は
、
結
局

実
現
さ
れ
ぬ
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、月
ご
と
の
例
会
開
催
と
並
ぶ
「
研
究
会
」
の
主
要
事
業
で
あ
っ
た
「
叢

書
」
刊
行
は
、
雑
誌
の
発
行
が
困
難
な
た
め
、
出
版
社
か
ら
叢
書
の
形
態
で
会
員
の

研
究
成
果
を
発
表
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
（
鳥
取
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室
所
蔵
「
橋
浦
文
書
」）。「
研
究
会
」
の
正
式
認
可
（
一
九
四
三
年
七
月

二
日
）
が
下
り
た
当
時
の
北
京
で
は
、
雑
誌
の
継
続
的
な
刊
行
は
紙
費
・
印
刷
費
の

高
騰
、
印
刷
所
の
繁
忙
な
ど
の
た
め
、
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

こ
の
頃
当
地
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
文
芸
雑
誌
の
『
燕
京
文
学
』（
一
九
三
九

　
　

『
東
方
民
俗
研
究
会
主
催 

第
一
回
民
俗
展
覧
会
目
録
』（
一
九
四
三
年
一
一
月

二
七
・
二
八
日
開
催
）

　
　
　
　

第
一
部
、
玩
具　
　
　
　
　

一
〇
九
点
（17）　

 　

国
府
種
武
出
品

　
　
　
　
　
　
　
　

北
京
八
〇
点
、
保
定
七
点
、
開
封
一
四
点
、
其
他
ノ
地
方
八
点

　
　
　
　

第
二
部
、
天
津
皇
会
図　
　

一
〇
張　
　
　
　

橋
川
時
雄
出
品

　
　
　
　

第
三
部
、
民
俗
参
考
品　
　

二
四
点
ほ
か 

多
田
貞
一
・
吉
岡
義
豊
・

直
江
広
治
・
稲
生
典
太
郎
・

山
本
斌
出
品

　
　
　
　

第
四
部
、
宝
巻
類　
　
　
　

二
〇
点　
　
　
　

吉
岡
義
豊
出
品

　
　
　
　

第
五
部
、
民
俗
参
考
資
料　

九
五
点　
　
　
　

直
江
広
治
出
品

　
　
　
　

第
六
部
、
民
俗
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　

華
北
交
通
会
社
資
業
局
出
品
四
五
葉
、
其
他
会
員
出
品
民
俗

写
真
約
四
〇
葉

前
記
の
概
要
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
展
覧
会
は
「
玩
具
」
か
ら
「
民
俗
写
真
」
ま
で

の
全
六
部
構
成
を
と
り
、
展
示
品
数
は
三
〇
〇
を
優
に
超
え
る
。
第
六
部
を
除
き
、

各
部
の
展
示
品
は
会
員
の
蒐
集
物
で
あ
り
、
会
則
第
四
条
（
後
掲
）
に
謳
わ
れ
て
い

る
通
り
の
展
覧
会
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
展
覧
会
の
反
響

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、「
北
京
最
初
の
催
し
で
あ
り
、
異
常
な
反
響
を
呼

ん
だ
」
と
い
う
（
日
本
民
族
玩
具
協
会 

一
九
四
四
）。
こ
の
よ
う
に
好
評
を
博
し
た

展
覧
会
は
、
つ
づ
く
第
二
回
も
計
画
さ
れ
た
が
、
結
局
開
催
に
至
ら
ぬ
ま
ま
敗
戦
を

迎
え
、第
一
回
の
民
俗
展
覧
会
が「
研
究
会
」の
主
催
し
た
唯
一
の
展
覧
会
と
な
っ
た
。

四
、
若
干
の
考
察
─
む
す
び
に
か
え
て
─

　
「
研
究
会
」
の
会
則
に
は
会
で
実
施
す
る
各
種
事
業
に
関
す
る
条
文
（
第
四
条
）



大
　 

田
　
　
由
　 

紀 

　
夫

三
〇

る
。
そ
れ
は
、
出
版
困
難
な
状
況
で
「
叢
書
」
刊
行
と
会
誌
発
行
を
と
も
に
実
現
す

る
、
一
石
二
鳥
の
プ
ラ
ン
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
手
法
に
も
問
題
は
あ
っ
た
。
会
誌
を
「
叢
書
」
各
巻
の
付
録
と
し

て
発
行
す
る
と
、
書
籍
の
刊
行
遅
延
の
た
め
、
会
誌
発
行
も
必
然
的
に
滞
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、「
叢
書
」
第
一
巻
の
『
北
京
地
名
誌
』
は
当
初
の
予
定
よ

り
三
カ
月
遅
れ
た
一
九
四
四
年
九
月
刊
行
で
あ
り
、
第
二
巻
の
『
白
雲
観
の
道
教
』

に
い
た
っ
て
は
一
九
四
五
年
二
月
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。
こ
れ
は
定
期
的
発
行
が
望
ま

れ
る
会
誌
に
と
り
不
都
合
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
た

め
に
と
ら
れ
た
の
が
、『
東
俗
叢
』
第
二
号
発
行
に
関
す
る
取
り
扱
い
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

第
一
号
が
第
一
巻
『
北
京
地
名
誌
』
と
同
月
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た

通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
号
は
、
第
二
巻
『
白
雲
観
の
道
教
』
の
刊
行
に
先

立
ち
、
一
九
四
四
年
一
二
月
に
発
行
さ
れ
た
。
同
号
掲
載
の
新
民
印
書
館
刊
行
書

広
告
に
は
、
同
書
が
「
近
刊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
号
の
刊
記
は
本
冊

と
同
様
に
一
九
四
五
年
二
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、「
昭
和
十
九
年

十
二
月
発
行
」
の
記
載
が
各
頁
右
上
に
あ
り
、
こ
ち
ら
が
実
際
の
発
行
時
期
を
記
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
で
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
記
載
を
入
れ
る
意
味
が
な
い
）。

こ
の
よ
う
な
異
な
る
刊
記
の
併
記
は
、
第
二
号
の
発
行
を
、『
白
雲
観
の
道
教
』
刊

行
を
待
た
ず
、
第
一
号
発
行
の
九
月
か
ら
あ
ま
り
時
を
隔
て
な
い
一
二
月
に
し
て
先

行
さ
せ
る
と
同
時
に
、付
録
と
し
て
の
体
裁
も
維
持
し
た
結
果
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、

「
叢
書
」
の
「
附
録
」
と
い
う
形
式
を
保
ち
つ
つ
も
、
定
期
発
行
の
会
誌
と
し
て
の

実
質
を
優
先
さ
せ
る
、
と
い
う
方
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
て
付
録
の
方
が
本
冊
に
先
ん
じ
て
世
に
出
る
と
い
う
奇
妙
な
事
態
が
発
生
し

た
。
そ
の
た
め
、『
白
雲
観
の
道
教
』の
付
録
で
あ
る
は
ず
の『
東
俗
叢
』第
二
号
が『
北

年
四
月
創
刊
）
に
つ
い
て
み
て
も
（
以
下
の
記
述
は
、
鄒
双
双 

二
〇
一
五
に
よ
る
）、

「
北
京
で
雑
誌
を
や
る
こ
と
が
、
い
よ
〳
〵
困
難
な
こ
と
に
気
が
付
く
、
印
刷
機
の

不
備
、
活
字
の
少
い
こ
と
、
植
字
工
が
日
本
語
の
判
ら
な
い
支
那
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
来
る
時
間
的
な
差
、
又
そ
れ
に
伴
ふ
校
正
の
む
ず
か
し
さ
、
そ
れ
に
か
て
ゝ
加
へ

て
印
刷
所
は
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
大
繁
昌
で
あ
る
、
こ
ん
な
状
態
の
下
で
は
、
毎
月

の
印
刷
が
思
ふ
や
う
に
な
ら
ず
、
印
刷
は
遅
れ
る
の
が
当
然
だ
」
と
そ
の
編
集
者
が

嘆
く
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た

(18)
。
そ
し
て
、
月
刊
誌
と
し
て
出
発
し
た
『
燕
京
文
学
』

の
発
行
は
次
第
に
遅
延
し
、
つ
い
に
は
一
九
四
〇
年
五
月
の
第
七
号
で
一
時
停
刊
の

状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
（
一
九
四
一
年
五
月
復
刊
）。
こ
う
し
た
戦
時
中
の
「
外
地
」

北
京
に
お
け
る
出
版
の
困
難
性
の
た
め

(19)
、「
研
究
会
」
同
人
た
ち
は
、
機
関
誌
発

行
と
い
う
事
業
を
会
則
で
掲
げ
つ
つ
も
、
当
面
は
「
叢
書
」
刊
行
に
よ
る
研
究
成
果

の
発
表
を
中
心
に
行
う
こ
と
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、「
研
究
会
」
の
動
静
や
会
員
の
研
究
発
表
な
ど
、
内
外
へ
の
恒
常

的
な
発
信
を
行
う
た
め
、
会
誌
発
行
へ
の
要
望
は
依
然
と
し
て
高
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
「
叢
書
」
の
「
附
録
」
と
し
て
の
「
さ
さ
や
か
な
会

報
」
の
発
行
、
即
ち
『
東
俗
叢
』
の
創
刊
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
叢
書
」
は
、

一
九
四
四
年
三
月
に
新
民
印
書
館
と
そ
の
出
版
契
約
が
結
ば
れ
（『
東
俗
叢
』
一
、「
東

方
民
俗
記
事
」）、
同
年
六
月
か
ら
全
一
二
巻
を
毎
月
一
冊
ず
つ
出
し
て
い
く
予
定
で

あ
っ
た
（『
燕
京
文
学
』
一
七
、一
九
四
四
年
八
月
、
四
九
頁
掲
載
の
「
東
方
民
俗
叢

書
」
広
告
）。
よ
っ
て
、
各
巻
の
付
録
と
し
て
『
東
俗
叢
』
が
発
行
さ
れ
れ
ば
、
お

の
ず
と
一
年
間
で
都
合
一
二
号
の
月
刊
「
会
報
」
が
出
来
あ
が
る
。
こ
う
し
た
形
態

な
ら
、
会
誌
発
行
は
「
叢
書
」
刊
行
作
業
の
一
環
と
し
て
行
え
、
雑
誌
を
新
規
に
立

ち
上
げ
運
営
す
る
こ
と
に
伴
う
各
種
の
煩
雑
な
手
間
・
手
続
を
あ
る
程
度
省
け
、
い

ま
だ
発
行
で
き
ず
に
い
る
『
月
刊
東
方
民
俗
』
を
あ
る
程
度
代
替
す
る
こ
と
に
も
な



『
東
俗
叢
』
に
つ
い
て

三
一

門
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
解
説
文
に
よ
る
。http://w

w
w.library.pref.kagaw

a.jp/

 
kgw

lib_doc/sinfo/sinfo.htm
l

（
二
〇
一
六
年
九
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）。

５
．
吉
岡 

一
九
七
七
ａ
、
七
頁
。
真
言
宗
喇
嘛
教
研
究
所
（
一
九
四
一
年
一
〇
月
設
立
）

に
つ
い
て
は
、
大
澤 

二
〇
〇
八
を
参
照
。
な
お
、『
白
雲
観
の
道
教
』
は
、
戦
後
に
吉

岡
義
豊
『
道
教
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
五
二
）
の
第
三
・
四
章
と
し
て
収
録
・
出
版

さ
れ
た
が
（
の
ち
『
吉
岡
義
豊
著
作
集
』
第
一
巻
、
五
月
書
房
、
一
九
八
九
に
再
録
）、

こ
れ
は
「
著
者
が
日
本
に
送
っ
た
一
冊
が
遺
っ
て
い
た
の
で
」
収
録
が
可
能
に
な
っ
た

と
い
う
（
沢
田 

二
〇
〇
六
、四
三
一
頁
）。
ま
た
、
同
書
は
北
京
大
学
図
書
館
に
も
一
部

所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
未
見
。

６
．
顧
問
と
役
員
の
氏
名（
一
九
四
四
年
九
月
時
）は
、以
下
の
通
り（
記
載
順
）。
顧
問（
六

名
）：
石
浜
純
太
郎
・
別
所
孝
太
郎
・
折
口
信
夫
・
柳
田
国
男
・
坂
本
龍
起
・
周
作
人
。
役
員
：

会
長
永
井
潜
、
幹
事
長
橋
川
時
雄
、
幹
事
（
八
名
）
井
上
太
郎
・
原
田
正
巳
・
吉
岡
義
豊
・

多
田
貞
一
・
直
江
広
治
・
大
中
臣
信
令
・
安
藤
更
生
・
沢
田
瑞
穂
。

７
．
沢
田
瑞
穂
の
著
作
目
録
は
、「
土
地
老
異
聞
」
な
る
文
章
が
『
東
俗
叢
』
第
一
号
に
掲

載
さ
れ
た
と
記
す
が
（
沢
田 

一
九
七
三
）、一
号
・
二
号
を
通
じ
て
、こ
れ
を
見
出
せ
な
い
。

８
．
七
月
・
八
月
例
会
に
つ
い
て
、
第
二
号
の
「
東
方
民
俗
研
究
会
消
息
」
で
は
、「
内
蒙

古
旅
行
談
」
山
本
斌
が
八
月
例
会
、「
朝
鮮
の
民
俗
」
藤
本
初
徳
が
七
月
例
会
と
さ
れ
、

第
一
号
の
「
東
方
民
俗
記
事
」
の
記
載
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は

第
一
号
の
記
載
に
従
っ
た
。

９
．
一
九
四
二
年
九
月
頃
に
タ
イ
プ
版
の
東
方
民
俗
研
究
会
設
立
案
お
よ
び
会
員
名
簿
が

作
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
戦
後
も
沢
田
瑞
穂
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
（
沢
田 

二
〇
〇
六
）、
筆
者
未
見
。

10
．
顧
問
と
役
員
の
氏
名
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
時
）
は
、
以
下
の
通
り
（
記
載
順
）。
顧

問
（
五
名
）：
周
作
人
・
坂
本
龍
起
・
永
井
潜
・
柳
田
国
男
・
折
口
信
夫
。
役
員
：
会
長

別
所
孝
太
郎
、
幹
事
長
橋
川
時
雄
、
幹
事
（
六
名
）
多
田
貞
一
・
直
江
広
治
・
沢
田
瑞
穂
・

井
上
太
郎
・
原
田
正
巳
・
吉
岡
義
豊
。

11
．「
東
方
民
俗
叢
書
刊
行
予
定
書
目
」
に
記
さ
れ
る
書
名
と
編
著
訳
者
は
次
の
通
り
。
１

『
蟠
桃
宮
廟
市
』
沢
田
瑞
穂
編
著
、２
『
北
京
地
名
志
』
多
田
貞
一
著
、３
『
喇
嘛
の
楽
器
』

京
地
名
誌
』
に
添
付
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
変
則
的
な
ケ
ー
ス
も
出
現
す
る
こ
と

に
な
っ
た

(20)
。
こ
う
し
た
事
例
の
存
在
は
、
一
二
月
に
第
二
号
が
発
行
さ
れ
て
以
降
、

既
刊
の
『
北
京
地
名
誌
』
に
、
本
来
の
付
録
で
あ
る
第
一
号
で
は
な
く
、
第
二
号
を

折
り
込
ん
で
出
荷
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
発
行
さ
れ
た
第
一
号
・
第
二
号
だ
っ
た
が
、敗
戦
の
結
果
、「
叢

書
」
の
既
刊
二
冊
が
稀
覯
本
と
化
し
、
さ
ら
に
『
東
俗
叢
』
も
「
附
録
」
で
あ
る
が

ゆ
え
、
本
冊
か
ら
分
離
し
て
失
わ
れ
た
り
、
た
と
え
付
属
し
て
い
て
も
本
冊
の
一
部

と
見
做
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
歴
史
に
埋
も
れ

て
い
く
。
創
刊
を
実
現
さ
せ
た
措
置（「
叢
書
」付
録
と
し
て
の
発
行
）が
、皮
肉
に
も
、

の
ち
に
そ
の
埋
没
を
促
す
一
因
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
註

１
．「
柳
田
民
俗
学
」
に
代
表
さ
れ
る
日
本
民
俗
学
の
「
方
法
論
」
の
特
徴
は
、
伝
承
や
慣

行
な
ど
の
「
地
道
な
採
集
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
生
活
習
俗
の
由
来
と
伝
播
、
さ
ら
に

は
そ
の
系
統
づ
け
を
目
的
と
す
る
」（
鶴
見 

二
〇
〇
六
ｃ
、
一
〇
六
頁
）
研
究
を
行
う

と
こ
ろ
に
あ
る
。

２
．
現
在
「
橋
浦
文
書
」
は
、
民
俗
学
関
連
の
文
書
を
中
心
と
し
た
成
城
大
学
民
俗
学
研

究
所
の
も
の
と
、
橋
浦
個
人
関
連
の
文
書
か
ら
主
に
構
成
さ
れ
る
鳥
取
県
立
図
書
館
郷

土
資
料
室
の
も
の
、
の
二
つ
に
分
か
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
橋
浦
文
書
」
の
来
歴
・

概
要
に
つ
い
て
は
、
鶴
見 

二
〇
〇
六
ａ
を
参
照
。

３
．C

iN
ii B

ooks

や
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
で
は
、『
北
京
地
名
誌
』
を
所
蔵
す
る
機
関

は
検
出
で
き
な
い
（
二
〇
一
六
年
九
月
現
在
）。
中
国
で
は
、
中
国
国
家
図
書
館
・
首
都

図
書
館
・
北
京
大
学
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
未
見
。
ち
な
み
に
、『
北

京
地
名
誌
』
に
は
中
国
語
訳
が
あ
る
（
張
紫
晨
訳
・
陳
秋
帆
校
『
北
京
地
名
志
』
書
目

文
献
出
版
社
、
一
九
八
六
）。

４
．
以
上
は
、
香
川
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
閲
覧
室
案
内
「
郷
土
資
料
部



大
　 

田
　
　
由
　 

紀 

　
夫

三
二

学
究
者
の
机
辺
に
呈
し
、
為
政
者
の
幕
中
に
供
し
、
ま
た
大
方
の
座
右
に
送
ら
ん
と
す

る
所
以
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
三
月
」。

13
．『
一
覧
』
は
、本
文
で
触
れ
た
三
部
以
外
に
、橋
川
時
雄
も
所
持
し
て
い
た
と
い
う
（
沢

田 

二
〇
〇
六
）。

14
．
橋
浦
の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
表
紙
や
会
員
名
録
に
あ
り
、
表
紙
は
直
江
広

治
の
北
京
の
住
所
な
ど
を
記
し
た
メ
モ
書
き
で
、
名
録
の
部
分
に
は
会
員
の
異
動
に
伴

う
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。

15
．
折
畳
冊
子
。
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
。
こ
の
『
目
録
』
は
、
直
江
広
治
か
ら

橋
浦
泰
雄
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
鳥
取
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
蔵
「
橋
浦

文
書
」）。

16
．
日
本
民
族
玩
具
協
会 

一
九
四
四
で
は
、
こ
の
展
覧
会
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

 

北
京
第
一
回
民
俗
展
覧
会　

在
北
京
の
東
方
民
俗
研
究
会
主
催
。
十
一
月

二
十
七
、八
両
日
。
南
池
子
大
街
東
華
会
館
に
於
て
開
催
。
第
一
部
玩
具
│
北
京
風

筝
、
布
老
虎
、
紅
魚
、
泥
馬
、
兎
児
翁
不
倒
翁
、
陞
官
図
以
下
八
十
点
。
保
定
指

人
形
以
下
七
点
。
開
封
泥
人
、
独
楽
其
他
十
四
点
。（
国
府
種
武
氏
出
品
）
北
京
最

初
の
催
し
で
あ
り
、
異
常
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

17
．『
目
録
』
は
一
一
〇
点
と
記
す
が
、
展
示
品
を
数
え
る
と
一
〇
九
点
の
た
め
、
本
文
の

如
く
改
め
た
。

18
．
引
田
春
海
「
編
輯
後
記
」（『
燕
京
文
学
』
二
、一
九
三
九
年
五
月
、
一
〇
四
頁
）。『
燕

京
文
学
』
及
び
そ
の
刊
行
団
体
で
あ
る
燕
京
文
学
社
に
つ
い
て
は
、張
泉 

一
九
九
四
（
第

四
章
第
二
節
）
が
概
述
し
て
い
る
。

19
．
最
近
、『
月
刊
毎
日
』（
一
九
四
四
年
一
〇
月
創
刊
）
に
関
し
て
、
石
川
巧
は
、「
日
本

国
内
で
言
論
活
動
に
困
難
を
き
た
し
て
い
た
」
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
、
国
内
に
比
べ

て
「
言
論
統
制
の
抑
圧
が
及
び
に
く
」
く
、
か
つ
「
雑
誌
の
出
版
に
必
要
な
材
料
が
」

相
対
的
に
豊
富
な
北
京
に
お
い
て
、
そ
の
言
論
・
出
版
活
動
を
継
続
す
る
目
的
か
ら
創

刊
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る（
石
川 

二
〇
一
六
）。
し
か
し
、『
月
刊
毎
日
』

は
、「
大
使
館
の
統
合
方
針
に
従
ひ
各
誌
（
北
京
・
天
津
で
発
行
の
諸
総
合
雑
誌
│
引
用

者
注
）
は
昭
和
十
九
年
六
月
号
で
廃
刊
、
同
十
月
号
を
創
刊
号
と
」
す
る
「
華
北
唯
一

小
倉
東
次
著
、４
『
白
雲
観
』
吉
岡
義
豊
著
、５
『
支
那
農
民
口
碑
』
沢
田
瑞
穂
編
、６
『
支

那
歳
時
文
学
』（
春
夏
）
橋
川
時
雄
著
、
７
『
支
那
歳
時
文
学
』（
秋
冬
）
橋
川
時
雄
著
、

８
『
山
東
民
譚
集
』
直
江
広
治
編
、
９
『
支
那
の
葬
式
儀
礼
』
秦
純
乗
訳
、
10
『
支
那

の
大
道
芸
人
』
多
田
貞
一
著
、
11
『
燈
・
旗
』
橋
川
時
雄
著
、
12
『
掃
迷
帚
（
清
末
の

蘇
州
迷
信
記
）』
藤
村
憲
一
郎
訳
、
13
『
在
裡
と
在
家
裡
』
原
田
正
巳
著
、
14
『
支
那
の

玩
具
』
国
府
種
武
著
、15
『
華
北
州
県
風
俗
志
』
多
田
貞
一
編
、16
『
支
那
の
道
教
信
仰
』

吉
岡
義
豊
著
、17
『
支
那
民
譚
の
型
式
』
直
江
広
治
著
、18
『
支
那
民
俗
学
』
沢
田
瑞
穂
著
、

19
『
北
京
俗
語
志
』
岩
村
成
正
著
、
20
『
支
那
の
民
具
』
染
木
煦
、
21
『
北
京
の
伝
説
』

直
江
広
治
著
、
22
『
東
嶽
廟
』
沢
田
瑞
穂
著
、
23
『
蒙
古
民
話
』
宮
川
貢
著
、
24
『
小

孩
研
究
』
井
上
本マ

マ

郎
著
、
25
『
黒
狗
台
』
山
本
成
子
著
。

12
．『
北
京
地
名
誌
』
末
尾
に
記
さ
れ
る
第
一
期
分
の
書
名
と
編
著
訳
者
は
次
の
通
り
。
１

『
北
京
地
名
誌
』
多
田
貞
一
著
、
２
『
白
雲
観
の
道
教
』
吉
岡
義
豊
著
、
３
『
蟠
桃
宮
廟

市
』
沢
田
瑞
穂
編
著
、
４
『
支
那
農
民
口
碑
』
沢
田
瑞
穂
編
、
５
『
支
那
の
葬
式
儀
礼
』

秦
純
乗
訳
、
６
『
支
那
歳
時
文
学
』（
春
夏
篇
）
橋
川
時
雄
著
、
７
『
山
東
民
譚
集
』
直

江
広
治
編
、
８
『
支
那
の
大
道
芸
人
』
多
田
貞
一
著
、
９
『
支
那
の
民
衆
信
仰
』
吉
岡

義
豊
著
、
10
『
支
那
の
玩
具
』
国
府
種
武
著
、
11
『
支
那
歳
時
文
学
』（
秋
冬
篇
）
橋
川

時
雄
著
、
12
『
東
方
民
俗
論
考
』
東
方
民
俗
研
究
会
編
。
第
一
期
書
目
を
、『
一
覧
』「
刊

行
予
定
書
目
」
と
見
比
べ
る
と
、
い
く
つ
か
の
書
名
に
変
更
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、「
刊

行
予
定
書
目
」
に
は
な
か
っ
た
『
東
方
民
俗
論
考
』
が
「
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
新
た

に
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。

　
　

な
お
、『
北
京
地
名
誌
』の
第
一
期
書
目
に
は
次
の
よ
う
な「
東
方
民
俗
叢
書
発
刊
趣
意
」

が
付
い
て
い
る
。「
所
謂
東
亜
新
秩
序
の
建
設
は
共
栄
圏
諸
民
族
の
大
同
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
の
単
位
た
る
各
民
族
個
々
の
特
性
と
伝
統
と
を
活
か
す
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
大
東
亜
の
最
広
域
を
占
め
る
隣
邦
中
華
民
国
に
於
い
て
は
特
に
然
り
。
そ
の
永
い

伝
統
と
根
強
い
習
俗
と
は
支
那
民
族
の
生
き
た
現
実
と
し
て
、
ま
た
新
し
い
中
国
創
建

の
原
資
材
と
し
て
我
々
の
眼
前
に
横
は
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
特
異
な
る
現
実
の
諸
相
と
本

質
と
を
正
視
し
剔
抉
し
把
握
す
る
こ
と
が
新
中
国
創
建
の
秘
鑰
で
あ
り
、
大
東
亜
新
秩

序
建
設
の
基
礎
工
作
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
本
叢
書
を
計
画
発
刊
し
、
以
て



『
東
俗
叢
』
に
つ
い
て

三
三

人
結
社
「
燕
京
文
学
社
」
に
つ
い
て
」『
国
文
学
（
関
西
大
学
文
学
会
）』
九
九

多
田
麻
美 

二
〇
一
五　
『
老
北
京
の
胡
同
』
晶
文
社

多
田
貞
一 

一
九
四
四　
『
北
京
地
名
誌
』（
東
方
民
俗
叢
書
一
）
新
民
印
書
館

張　

泉　

 

一
九
九
四　
『
淪
陥
時
期
北
京
文
学
八
年
』
中
国
和
平
出
版
社

鶴
見
太
郎 

二
〇
〇
六
ａ 

「「
橋
浦
泰
雄
関
係
文
書
」
の
来
歴
と
内
容
」
鶴
見
太
郎
編
『
昭
和

十
年
代
に
お
け
る
郷
土
研
究
の
体
制
化
』
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
五
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書
、
所
収

　

│
│
│ 

二
〇
〇
六
ｂ
「「
橋
浦
泰
雄
関
係
文
書
」
の
目
録
」
同
右
書
、
所
収

　

│
│
│ 

二
〇
〇
六
ｃ　
「
柳
田
民
俗
学
の
東
ア
ジ
ア
的
展
開
」末
広
昭
編『
岩
波
講
座 「
帝

国
」
日
本
の
学
知
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
所
収

東
亜
新
報
天
津
支
社
編 

一
九
四
四　
『
華
北
建
設
年
史
』
東
亜
新
報
天
津
支
社

直
江
広
治 

一
九
六
七　
「
中
国
民
俗
学
の
現
況（
一
）」（
初
出
一
九
四
八
）『
中
国
の
民
俗
学
』

岩
崎
美
術
社
、
所
収

日
本
民
族
玩
具
協
会 

一
九
四
四　
「
会
報
」『
鯛
車
』
八
―
一

橋
川
時
雄 

一
九
六
五　
「
書
後
」
沢
田
瑞
穂
編
『
燕
趙
夜
話
』
采
華
書
林
、
所
収

吉
岡
義
豊 

一
九
四
五　
『
白
雲
観
の
道
教
』（
東
方
民
俗
叢
書
二
）
新
民
印
書
館

　

│
│
│ 

一
九
七
七
ａ　
「
吉
岡
義
豊
博
士
畧
年
譜
」
吉
岡
義
豊
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊

行
会
編
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念 

道
教
研
究
論
集
』
国
書
刊
行
会
、
所
収

　

│
│
│ 

一
九
七
七
ｂ　
「（
吉
岡
義
豊
）
著
書
・
論
文
目
録
」
同
右
書
、
所
収

【
付
記
】 

香
川
県
立
図
書
館
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
神
奈
川
近
代
文

学
館
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
、
鳥
取
県
立
図
書
館
に
は
、
資
料
の
閲
覧
・

利
用
の
便
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
示
す
。

の
総
合
雑
誌
」
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
（
東
亜
新
報
天
津
支
社 

一
九
四
四
、
社

会
文
化
篇
五
五
頁
）、
そ
の
創
刊
は
当
局
に
よ
る
言
論
・
出
版
統
制
の
強
化
の
所
産
だ
っ

た
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
こ
の
雑
誌
が
当
局
の
意
向
で
刊
行
さ
れ
た
「
華
北
唯
一
の

総
合
雑
誌
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
各
号
に
よ
っ
て
紙
質
や
印
刷
状
態
に
大
き
な
差
が
あ
」

る
と
い
う
姿
か
ら
は
（
石
川 

二
〇
一
六
、一
二
五
頁
）、
当
時
の
北
京
に
お
け
る
印
刷
・

出
版
が
困
難
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
相
対
的
に
「
内
地
」
よ
り
は

物
質
的
に
恵
ま
れ
統
制
も
弱
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
文
で
も
述
べ
た
通
り
、
北

京
で
の
雑
誌
発
行
も
や
は
り
物
質
的
社
会
的
に
相
当
難
し
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

20
．
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
中
国
の
古
書
販
売
サ
イ
ト
「
孔
夫
子
旧
書
網
」
に

二
〇
一
四
年
四
月
一
日
付
出
品
の
『
北
京
地
名
誌
』
が
あ
る
。http://book.kongfz.

com
/20776/231619074/?ref=search

（
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）。
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縁
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